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・食品３Dプリンタ(3Dフードプリンタ)の特徴やフードテックとはどのようなものか？

事業①“食品３Dプリンタ製チョコレート製造販売”

・本提案事業内容

事業②“いわき産(県産)廃棄食材の食品３Dプリンタ用材料研究”

農林水産省ではフードテックチームが2019年発足

人口増加/食糧危機
フードロス対策/廃棄食材利用による環境負荷低減SDGsに寄与

いわき産
県産食材利用
トマト、桃

etc

数百円～千円高級チョコレート路線

3Dデータ

3Dデザインデータ作成 ペースト材料カートリッジ3Dフードプリンタ

山形大学、大阪大学での
社会実装研究

食のDX化

食品3Ⅾプリンタで再現

ニンジンペースト
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・３Dプリンタ市場とフードテック

3Dプリンタ…第4次産業革命

樹脂、金属、住宅、医療、食品

農林水産省HP経済産業省HP

グローバルでのフードテック市場

フードテック＝
国の施策
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課題１… 事業①食品３Dプリンタ製チョコレート製造販売
事業②食品３Dプリンタ用いわき市産県産廃棄食材の選定

・どのようなチョコレートをどのように(どの販売チャネルで)どこへ売るか？
・いわき市産(福島県産)のどの廃棄食材が売れる商品化に適しているか？

課題１解決… いわき市所在の食のマーケティングの専門家であるいわきユナイト株式会社(COO植松氏)の協力を得る

食分野のマーケティングや
プロデュースの力不足

連携する事でマーケティング力の底上げをする

・提案事業における課題と課題解決方法

(プロダクトアウト→マーケットイン視点へ)



課題２…事業②食品３Dプリンタの専門知識や技術が必要である

課題２解決…食品３Dプリンタの専門家であるミツイワ株式会社(事業推進部長本多氏)の協力を得る

専門知識や技術とは具体的に…
・食品３Dプリンタと食材の適性性を事前に見極める力→やみくもに食材を試さない
・選定した食材をペースト化した際の状態見極め→ペーストの粘度調整バランス etc

連携する事で専門知識や技術習得の効率化、事業促進

2019年アグリビジネス創出フェア出展

・2019～2020いわき産カナガシラ魚のすり身食品3Ⅾプリンタ事業

ミツイワ:本多氏

山口県水産大学校/ミツイワ株式会社
福島県水産海洋研究センター
いわき福島相馬漁業協同組合 etc共同研究

(アトムビット参画)

・ららミュウ展示会見学者
株式会社マルト商事
合資会社カネキ商店
いわき魚類株式会社
株式会社かねまん本舗
有限会社兼松商店
株式会社いわき市観光物産センタ
いわき市農林水産部水産課
いわき市議木村謙一郎
いわき民放社
福島民報社

『農林水産省：被災地の食糧生産地域再生事業』
県産食材が豊富なため
適性性の事前見極め
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『いわき市や福島県への波及効果』

・本提案事業で何がもたらされるのか？

・野菜や果物の廃棄食材が利益を生む商品となる事で、生産者の収益が上がる
・生産者の収益が上がれば事業が拡大し、新たな雇用が生まれる

・弊社チョコレートが売れ、売上向上する事で新たな雇用創出に繋がる
・食品3Ⅾプリンタという食のデジタル化(DX化)という先端技術を広め、人材の育成に寄与する
・食品3Ⅾプリンタ製チョコレートをメニュー化する店舗(他店舗への導入)の売上向上につながる

～福島イノベーションコーストとの関連性・最先端技術として～

・食品3Ⅾプリンタ技術はAI(チャットgptなど)などと並ぶ最先端の第4次産業革命とも言われる革新的技術であり、
福島県いわき市からこの技術が社会実装される事は、技術的最先端を歩むべき土地としてとても意義がある

・ファブ施設アトムビット(2018福島県創業補助金,2019/2021小規模事業者持続化補助金採択)

・子供向けプログラミング教室アトムビット(2020小規模事業者持続化補助金採択)
いわき市の技術者などの人材育成への貢献
福島県の1次産業を含めた復旧復興への貢献

・食品３Dプリンタ事業アトムビットフード(2022小規模事業者持続化補助金採択)

・農林水産省(国)の施策である“フードテック”と、風評被害を受けイメージダウンしたいわき市産県産食材の
マッチングは、食材としてイメージを大きく変える可能性として期待が出来る

・廃棄食材有効活用への意識の高い生産者との連携による取組みが食糧問題への意識付けや周囲へのシナジー効果

『食品3Ⅾプリンタ×廃棄食材、の社会実装が実現した場合』

～食材イメージへの期待される効果として～

～弊社が地域へもたらす価値～
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